
 

議 第 10 号 

 

政府備蓄米の早期買戻し並びに持続可能な米価形成に 

向けた仕組みの充実を求める意見書（案） 

   

年  月  日 

 

 衆 議 院 議 長 

 参 議 院 議 長 

 内 閣 総 理 大 臣 

 農 林 水 産 大 臣 

 

議  長  名 

 

 地方自治法第99条の規定により、下記のとおり意見書を提出します。 

記 

 米をめぐっては、昨年の政府備蓄米の売渡しにより、備蓄量は100万トン程

度とされる適正水準を大きく下回る32万トンまで減少し、現在その回復に向け

た買戻しが進められているほか、供給量や民間在庫量の変動等により米価の先

行きも不透明な状況にある。 

 政府備蓄米の備蓄量がこのまま低水準にとどまれば、不作等への対応力が十

分に確保されないおそれがある。また、米価が生産や流通の実情に見合わない

ものとなれば、米農家や卸売業者等の事業活動の継続が困難となり、国民生活

にも影響を及ぼすことが懸念される。 

このため、食料安全保障の観点から、不測の事態に備えた十分な備蓄を確保

するとともに、生産から販売までの各段階における費用が適切に反映される価

格形成を通じて、米の持続的な供給を確保する必要がある。 

よって、本県議会は、国会及び政府において、売り渡した政府備蓄米の早期

買戻しを実施するとともに、食料システム法の趣旨を踏まえ、取引の適正化に

必要な措置を講じ、持続可能な米価形成に向けた仕組みの充実を図るよう強く

要請する。 

宛 て 


